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展開型ゲームとしての労使賃金交渉
――交互提案交渉における効率性と交渉力要因の効果について――





























































































































残りの営業週数 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
組合側の取り分 ４００ ３００ ３００ ２００ ２００ １００ １００




















































残りの営業週数 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
組合側の取り分 ２４０ １８０ １８０ １２０ １２０ ６０ ６０


























残りの営業週数 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
組合側の取り分 ４９０ ３９０ ３６０ ２６０ ２３０ １３０ １００
経営側の取り分 ２１０ ２１０ １４０ １４０ ７０ ７０ ０
表３


















































残りの営業週数 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
組合側の取り分 ３３０ ２７０ ２４０ １８０ １５０ ９０ ６０
経営側の取り分 ３７０ ３３０ ２６０ ２２０ １５０ １１０ ４０
表４














































































初 回 次 回 次々回 …
組合側の利得      	    …





























































































初 回 次 回 次々回 …
組合側の利得      …
経営側の利得      …
表６














































決裂せずに   を得ることは分かっている。しかしこれら
はで割り引いて評価しなければならないので，組合側が経営側に対し保証
すべきなのは，むしろ   〔   〕である。よっ















初 回 次 回 次々回 …
組合側の利得
   〔
  〕
     …
経営側の利得
   〔
  〕
     …
表７
８６ 松山大学論集 第１７巻 第５号
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“a situation in which two players have a common interest to co-operate, but have conflicting



























































































交渉費用に関し，‘total value decays’と ‘impatience’の２つに分け，分かりやすく解説され
ている。それぞれ本稿においては前節の諸ケースと本節のケースに対応する。
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